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雑

報九
州
大
学
法
政
学
会

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
一
）

ロ
ー
・
ア
ン
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
講
演
会

二
〇
一
一
年
六
月
二
四
日
（
金
）

「
民
主
党
政
権
の
成
功
と
失
敗
」

講
師

朴
喆
熙
（C

h
eo
l H

ee P
a
rk

）

ソ
ウ
ル
大
学
国
際
大
学

院
准
教
授
）

二
〇
一
一
年
九
月
一
六
日
（
金
）

「
少
年
法
の
基
礎
理
論
｜
要
保
護
性
、
責
任
お
よ
び
少
年
法
の
体
系

的
地
位
を
め
ぐ
っ
て
」

講
師

斉
藤
豊
治
（
大
阪
商
業
大
学
教
授
）

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
八
日
（
火
）

「
内
閣
法
制
局
と
憲
法
」

講
師

阪
田
雅
裕
（
元
内
閣
法
制
局
長
官
・
弁
護
士
〔
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
・
毛
利
・
友
常
法
律
事
務
所
顧
問
〕）

二
〇
一
一
年
一
一
月
二
九
日
（
火
）

「
最
高
裁
判
所
の
「
最
高
」
性
」

講
師

藤
田
宙
靖
（
元
最
高
裁
判
所
判
事
・
東
北
大
学
名
誉
教
授

〔
行
政
法
〕）

二
〇
一
一
年
一
二
月
一
三
日
（
火
）

「
性
的
少
数
者
と
人
権
｜
｜
と
り
ま
く
社
会
状
況
と
困
難
」

講
師

上
川
あ
や
（
世
田
谷
区
議
会
議
員
〔
レ
イ
ン
ボ
ー
世
田

谷
〕）

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
二
）

Ｌ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

法
学
部
一
年
生
向
法
律
入
門
セ
ミ
ナ
ー

講
師

杦
本
信
也

（
弁
護
士
）

塚
部
貴
子

（
福
岡
地
方
検
察
庁
検
察
官
）

矢
澤
雅
規

（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

鈴
木
大
輔

（
福
岡
地
方
検
察
庁
検
察
官
）

田
口
直
樹

（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

野
林
信
行

（
弁
護
士
）

岡

小
夜
子
（
弁
護
士
）

家
原
尚
秀

（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

講
演
会

二
〇
一
一
年
二
月
一
一
日
（
金
）

「
戦
後
日
本
に
お
け
る
政
治
と
社
会
」
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講
師

杉
田
米
行
（
大
阪
大
学
准
教
授
）、
中
島
琢
磨
（
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

討
論

菅
英
輝
（
西
南
女
学
院
大
学
教
授
）、
大
賀
哲
（
九
州
大

学
准
教
授
）

二
〇
一
一
年
二
月
一
二
日
（
土
）、
一
三
（
日
）

「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
｜
｜
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
強
化
お

よ
び
多
層
的
な
諸
利
益
の
調
整

（C
o
llectiv

e
 
A
ctio

n
s:

E
n
-

h
a
n
cin
g
 
A
ccess to

 
Ju
stice a

n
d
 
R
eco

n
cilin

g
 
M
u
ltila

y
er

 
In
terests?

）」

講
師

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ヴ
ル
ブ
カ
（
九
州
大
学
）、
ア
ニ
ナ
・

Ｈ
・
ペ
ー
シ
ョ
ン
（
エ
ー
レ
ブ
ル
ー
大
学
）、
エ
ッ
デ
ィ
・
デ
・
ス
メ

イ
テ
ル
（
欧
州
委
員
会
）〔
ビ
デ
オ
講
演
〕、
レ
イ
チ
ェ
ル
・
マ
ル
ヘ

ロ
ン
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
）、
中
田
邦
博
（
龍
谷
大
学
）、
上
杉
秋
則

（
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ズ
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ウ
ス
デ
リ
ン
ガ
ー
）、
モ
ニ

カ
・
ヒ
ン
タ
ー
エ
ッ
ガ
（
グ
ラ
ー
ツ
大
学
）、
ク
イ
ン
・
ツ
イ
・
カ
ー

ク
（
九
州
大
学
）、
ス
テ
ー
ヴ
ェ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ア
ー
ツ
ル
（
九
州
大

学
）、
ア
ー
サ
ー
・
Ｒ
・
ピ
ン
ト
（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
大
学
）、
シ
ョ
ー

ン
・
マ
ク
ギ
ン
テ
イ
ー
（
九
州
大
学
）、
マ
チ
ア
ス
・
ス
ィ
ー
ム
ス

（
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
大
学
）、
ダ
ン
・
プ
チ
ニ
ャ
ッ
ク
（
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
）、
サ
イ
モ
ン
・
ヴ
ァ
ン
ド
ゥ
ワ
ラ
（
九
州
大

学
）、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
ー
ジ
（
フ
ロ
リ
ダ
大
学
）

h
ttp

: /
/
w
w
w
.la
w
.k
y
u
sh
u
-u
.a
c
.jp
/
p
ro
g
ra
m
sin

e
n
g
lish

/

co
n
feren

ce2011 /

主
催

九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

二
〇
一
一
年
三
月
一
二
日
（
土
）、
一
三
（
日
）

「
北
東
ア
ジ
ア
の
市
民
社
会
｜
そ
の
投
企
と
紐
帯
（
第
三
回
ア
ジ
ア

市
民
社
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）」

講
師

浅
羽
祐
樹
（
山
口
県
立
大
学
）、
石
川
捷
治
（
久
留
米
大

学
）、
勝
間
田
弘
（
早
稲
田
大
学
）、
原
清
一
（
志
学
館
大
学
）、
ベ

ア
タ
・
ホ
ボ
ロ
デ
ィ
ッ
チ
（
ア
ダ
ム
・
ミ
ツ
キ
エ
ビ
ッ
チ
大
学
）、
松

本
充
豊
（
天
理
大
学
）、
與
那
覇
潤
（
愛
知
県
立
大
学
）、
若
畑
省
二

（
元
信
州
大
学
）、
高
木
彰
彦
（
九
州
大
学
）、
土
肥
勲
嗣
（
九
州
大

学
）、
渡
邉
智
明
（
九
州
大
学
）、
大
賀
哲
（
九
州
大
学
）

主
催

九
州
大
学
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
研
究
拠
点
形
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
Ｐ
＆
Ｐ
）

北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
市
民
社
会
の
広
域

比
較
研
究
｜
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
市
民
社
会
の
紐
帯
と
「
九
州
」

の
役
割
」

二
〇
一
〇
年
度
）

共
催

九
州
政
治
社
会
学
会

二
〇
一
一
年
一
一
月
四
日
（
金
）

「
福
岡
市
の
未
来
を
考
え
る
｜
観
光
政
策
を
中
心
に
」

講
師

高
島
宗
一
郎
（
福
岡
市
長
）
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九
州
公
法
判
例
研
究
会

二
〇
一
〇
年
度
冬
期
研
究
会
（
二
〇
一
一
年
一
月
二
二
日
）

「
判
例
研
究
・
砂
川
政
教
分
離
訴
訟
」

報
告
者

塩
見
佳
也
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
専
門
研
究
員
）

「
都
市
の
区
分
所
有
化
現
象
の
行
政
法
学
的
分
析
」

報
告
者

竹
下
憲
治
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学
）

二
〇
一
一
年
度
春
期
研
究
会
（
二
〇
一
一
年
四
月
九
日
）

「
憲
法
三
一
条
の
ト
ポ
ス
と
ロ
ゴ
ス
」

報
告
者

手
島

孝
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

「
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
個
人
情
報
保
護
制
度
」

報
告
者

村
上
裕
章
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）

二
〇
一
一
年
度
夏
期
研
究
会
（
二
〇
一
一
年
七
月
三
〇
日
）

「
議
会
習
律
・
先
例
と
憲
法
学
」

報
告
者

赤
坂
幸
一
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
准
教
授
）

「
ド
イ
ツ
基
本
法
上
の
公
債
制
限
の
意
義
と
課
題
｜
第115

条
の

改
正
を
め
ぐ
っ
て
」

報
告
者

石
森
久
広
（
西
南
学
院
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
）

二
〇
一
一
年
度
秋
期
研
究
会
（
二
〇
一
一
年
九
月
二
四
日
）

「
憎
悪
煽
動
の
規
制
と
表
現
の
自
由
」

報
告
者

奈
須
祐
治
（
佐
賀
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）

「
政
策
実
現
過
程
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
国
民
国
家
の
将
来
」

報
告
者

原
田
大
樹
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
准
教
授
）

社

会

法

研

究

会

二
〇
一
一
年
一
月
八
日
（
土
）
第
三
九
三
回

「
障
害
者
の
就
労
支
援
保
障
〜
ド
イ
ツ
法
を
手
が
か
り
に
し
て
」

報
告
者

廣
田
久
美
子
（
福
岡
医
療
福
祉
大
学
）

「
外
国
人
と
生
活
保
護
｜
大
分
高
訴
訟
判
決

大
分
地
判
平
二

二
・
九
・
三
〇
・
大
分
地
判
平
二
二
・
一
〇
・
一
」

報
告
者

三
輪
ま
ど
か
（
宮
崎
産
業
経
営
大
学
）

二
〇
一
一
年
二
月
五
日
（
土
）
第
三
九
四
回

「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
高
齢
女
性
の
所
得
保
障
」

報
告
者

平
部
康
子
（
福
岡
県
立
大
学
）

「
ロ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
『
労
働
』
の
概
念
」

報
告
者

渡
辺
幹
雄
（
山
口
大
学
）

「
労
組
法
上
の
労
働
者
概
念
」

報
告
者

鎌
田
耕
一
（
東
洋
大
学
）

二
〇
一
一
年
三
月
五
日
（
土
）
第
三
九
五
回

（78-４- ）1177 105
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「
労
働
契
約
論
」

報
告
者

有
田
謙
司
（
専
修
大
学
）

「
団
結
権
論
｜
生
存
権
思
想
と
団
結
権
思
想
」

報
告
者

柳
澤

旭

二
〇
一
一
年
四
月
二
日
（
土
）
第
三
九
六
回

「
労
働
契
約
上
の
権
利
義
務
構
成
｜
イ
ギ
リ
ス
法
を
手
が
か
り
に
」

報
告
者

キ
ョ
ウ
ビ
ン
（
久
留
米
大
学
）

「
障
害
者
の
就
労
支
援
保
障
｜
ド
イ
ツ
法
を
手
が
か
り
に
」

報
告
者

廣
田
久
美
子
（
宮
崎
産
業
経
営
大
学
）

「
障
害
の
定
義
お
よ
び
有
資
格
性
の
意
義
な
ら
び
に
割
当
雇
用
の

対
象
者
」

報
告
者

畑
井
清
隆
（
志
學
館
大
学
）

二
〇
一
一
年
五
月
七
日
（
土
）
第
三
九
七
回

「
地
方
分
権
と
所
得
保
障
｜
生
活
保
護
制
度
を
中
心
と
し
て
」

報
告
者

石
橋
敏
郎
（
熊
本
県
立
大
学
）

「
社
会
扶
助
に
お
け
る
『
延
滞
に
遅
延
な
し
（A

lim
en
ts
 
n
e

 
s’a
rrera

n
g
en
t p
a
s

）』
の
法
諺
に
つ
い
て
」

報
告
者

伊
奈
川
秀
和
（
厚
生
労
働
省
）

二
〇
一
一
年
六
月
四
日
（
土
）
第
三
九
八
回

「
社
会
保
障
と
保
険
｜
フ
ラ
ン
ス
の
補
足
的
医
療
保
険
を
題
材
と

し
て
」

報
告
者

笠
木
映
里
（
九
州
大
学
）

「
管
理
監
督
者
の
深
夜
割
増
賃
金
請
求
が
認
め
ら
れ
た
事
例
｜
こ

と
ぶ
き
事
件
・
最
二
小
判
平
二
一
・
一
二
・
一
八
労
判
一
〇
〇
〇

号
五
頁
｜
」

報
告
者

新
屋
敷
恵
美
子
（
山
口
大
学
）

二
〇
一
一
年
七
月
二
日
（
土
）
第
三
九
九
回

「
地
域
社
会
に
お
け
る
生
活
の
支
援
」

報
告
者

河
野
正
輝
（
熊
本
学
園
大
学
）

「
労
災
補
償
と
民
事
賠
償
と
の
調
整
－
完
全
調
整
を
目
指
し
た
視

角
」

報
告
者

崔

昌
普
（
韓
国
勤
労
福
祉
公
団
）

夏
季
特
別
合
宿

（
一
日
目
）
二
〇
一
一
年
八
月
二
七
日
（
土
）

「
医
療
・
年
金
の
運
営
方
式
｜
｜
社
会
保
険
方
式
と
税
方
式
」

報
告
者

笠
木
映
里
（
九
州
大
学
）

「
医
療
提
供
体
制
」

報
告
者

石
田
道
彦
（
金
沢
大
学
）

「
保
育
を
め
ぐ
る
課
題
」

報
告
者

倉
田
賀
世
（
熊
本
大
学
）

（
二
日
目
）
二
〇
一
一
年

八
月
二
八
日
（
日
）

「
虐
待
・
暴
力
と
社
会
的
支
援
」

雑 報
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報
告
者

平
部
康
子
（
福
岡
県
立
大
学
）

「
高
齢
者
・
養
護
者
の
地
域
生
活
支
援
」

報
告
者

阿
部
和
光
（
久
留
米
大
学
）

「
所
得
保
障
法
制
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
」

報
告
者

石
橋
敏
郎
（
熊
本
県
立
大
学
）

「
サ
ー
ビ
ス
保
障
法
制
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
」

報
告
者

原
田
啓
一
郎
（
駒
沢
大
学
）

二
〇
一
一
年

八
月
二
九
日
（
月
）

「
長
期
失
業
と
生
活
・
雇
用
保
障
」

報
告
者

丸
谷
浩
介
（
佐
賀
大
学
）

二
〇
一
一
年
一
〇
月
八
日
（
土
）
第
四
〇
〇
回

「
社
会
権
の
「
論
議
」
に
つ
い
て
｜
「
労
働
権
論
」
を
手
が
か
り

に
し
て
」

報
告
者

菊
池
高
志
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

「『
社
会
法
の
基
本
理
念
と
法
政
策
』
の
将
来
展
望
｜
『
権
利
擁
護

サ
ー
ビ
ス
』『
自
立
支
援
保
障
』『
障
が
い
法
』
へ
の
問
題
提
起
を

手
が
か
り
に
｜
」

報
告
者

河
野
正
輝
（
熊
本
学
園
大
学
）

二
〇
一
一
年
一
一
月
五
日
（
土
）
第
四
〇
一
回

「
高
齢
者
・
養
護
者
の
地
域
生
活
支
援
」

報
告
者

阿
部
和
光
（
久
留
米
大
学
）

「
事
業
譲
渡
と
解
雇
事
件
訴
訟
の
承
継
拒
絶
」

報
告
者

野
田

進
（
九
州
大
学
）

九
州
大
学
産
業
法
研
究
会

第
六
一
八
回
例
会

平
成
二
三
年
四
月
一
六
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

最
高
裁
平
成
二
二
年
七
月
一
五
日
判
決
判
時
二
〇
九
一
号
九
〇
頁

「
ア
パ
マ
ン
シ
ョ
ッ
プ
Ｈ
Ｄ
株
主
代
表
訴
訟
上
告
審
判
決
」

報
告
者

上
田
純
子
（
九
州
大
学
）

第
六
一
九
回
例
会

平
成
二
三
年
五
月
二
一
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

「
ア
メ
リ
カ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
事
業
体
に
お
け
る
利
益
分

配
と
退
出
の
仕
組
み
と
法
理
」

報
告
者

井
上
能
孝
（
中
村
学
園
大
学
）

（
判
例
研
究
）

東
京
高
判
平
成
二
二
年
三
月
二
四
日
判
決
資
料
版
商
事
法
務
三
一

五
号
三
三
三
頁
（L

E
X
/D
B
25463754

）

「
株
式
取
得
の
た
め
の
資
金
借
入
に
つ
き
会
社
が
連
帯
保
証
人
と

な
る
こ
と
は
利
益
供
与
か
」

報
告
者

若
色
敦
子
（
熊
本
大
学
）
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第
六
二
〇
回
例
会

平
成
二
三
年
六
月
二
五
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

「
Ｍ
Ｂ
Ｏ
に
お
け
る
少
数
派
株
主
保
護
｜
少
数
派
株
主
が
会
社
か

ら
締
め
出
さ
れ
ず
株
主
と
し
て
と
ど
ま
る
利
益
の
保
護
を
中
心
と

し
て
」

報
告
者

藤
田
真
樹
（
九
州
大
学
大
学
院
協
力
研
究
員
）

（
研
究
報
告
）

「
使
用
利
益
賠
償
に
関
す
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
動

向
」報

告
者

廣
瀬
孝
壽
（
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
）

第
六
二
一
回
例
会

平
成
二
三
年
七
月
一
六
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

東
京
高
裁
平
成
二
二
年
一
一
月
二
四
日
判
決
判
時
二
一
〇
三
号
二

四
頁「

発
行
会
社
の
臨
時
報
告
書
虚
偽
記
載
等
を
原
因
と
し
て
、
株
主

で
あ
っ
た
者
が
、
民
事
再
生
手
続
き
が
開
始
さ
れ
た
発
行
会
社
に

対
し
、
再
生
債
権
と
し
て
届
け
出
た
損
害
賠
償
請
求
権
の
査
定
金

額
に
関
す
る
事
例
」

報
告
者

前
越
俊
之
（
福
岡
大
学
）

（
判
例
研
究
）

福
岡
地
裁
平
成
二
二
年
一
月
一
四
日
判
決
金
判
一
三
六
四
号
四
二

頁
「
新
設
会
社
分
割
に
お
い
て
、
新
設
会
社
が
法
人
格
否
認
の
法
理

に
よ
り
分
割
会
社
と
同
様
の
責
任
を
負
う
と
さ
れ
た
事
例
」

報
告
者

横
尾

亘
（
西
南
学
院
大
学
）

第
六
二
二
回
例
会

平
成
二
三
年
九
月
一
七
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

「
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
権
｜
日
米
比
較
と
制
度
提
案
｜
」

報
告
者

千
手
崇
史
（
九
州
大
学
大
学
院
）

（
判
例
研
究
）

奈
良
地
判
平
成
二
二
年
八
月
二
七
日
判
決
判
タ
一
三
四
一
号
二
一

〇
頁

「
精
神
障
害
に
よ
る
自
殺
未
遂
と
高
度
障
害
保
険
金
請
求
」

報
告
者

遠
山

聡
（
熊
本
大
学
）

第
六
二
三
回
例
会

平
成
二
三
年
一
〇
月
一
五
日
（
土
）

（
審
決
・
判
例
研
究
）

「
株
式
会
社
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
に
対
す
る
排
除
措
置
命
令
に

つ
い
て
」

公
正
取
引
委
員
会
排
除
措
置
命
令
（
平
成
二
三
年
六
月
九
日

〔
平
成
二
三
年
（
措
）
第
四
号
・
審
決
集
未
登
載
〕）

報
告
者

泉

日
出
男
（
西
日
本
短
期
大
学
）

（
研
究
報
告
）

雑 報

（法政研究78-４- ）108 1180



「
因
果
関
係
不
存
在
特
則
と
ゴ
ー
ル
ド
免
許
問
題
」

報
告
者

佐
野

誠
（
福
岡
大
学
）

第
六
二
四
回
例
会

平
成
二
三
年
一
一
月
一
九
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

最
高
裁
決
定
平
成
二
三
年
四
月
一
九
日
決
定
（
平
成
二
二
年

（
許
）
第
三
〇
号
）

「
組
織
再
編
に
関
す
る
株
式
買
取
請
求
に
お
け
る
『
公
正
な
価

格
』
の
算
定
基
準
、
算
定
方
法
｜
楽
天
対
Ｔ
Ｂ
Ｓ
株
式
買
取
価
格

決
定
申
立
事
件
最
高
裁
許
可
抗
告
審
決
定
」

報
告
者

秀
麗
（
九
州
大
学
大
学
院
）

（
研
究
報
告
）

「
従
業
員
利
益
の
保
護
と
会
社
法
（
従
業
員
の
過
労
死
に
対
す
る

取
締
役
の
責
任
）」

報
告
者

山
口
幸
代
（
熊
本
大
学
）

第
六
二
五
回
例
会

平
成
二
三
年
一
二
月
一
九
日
（
月
）

（
講
演
）

「『
法
規
範
』
と
し
て
の
公
正
な
会
計
慣
行：

平
成
二
〇
年
七
月

一
八
日
最
高
裁
判
決
を
中
心
に
」

講
演
者

片
木
晴
彦
（
広
島
大
学
）

（
講
演
）

「
監
査
に
対
す
る
期
待
の
拡
大
｜
大
王
製
紙
事
件
を
題
材
と
し

て
」講

演
者

弥
永
真
生
（
筑
波
大
学
）

第
六
二
六
回
例
会

平
成
二
三
年
一
月
二
一
日
（
土
）

大
阪
地
判
平
成
二
一
年
五
月
一
八
日
判
決
判
時
二
〇
八
五
号
一
五

二
頁
・
判
タ
一
三
二
一
号
一
八
八
頁

「
酒
気
帯
び
運
転
免
責
条
項
の
制
限
的
解
釈
」

報
告
者

原

弘
明
（
京
都
学
園
大
学
）

（
研
究
報
告
）

「
日
本
会
計
基
準
と
国
際
会
計
基
準
の
規
範
に
関
す
る
一
考
察
」

報
告
者

徐

陽
（
九
州
共
立
大
学
）

民

事

法

研

究

会

第
二
四
二
回
例
会

二
〇
一
一
年
二
月
五
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

第
一
報
告
者

原

恵
美
（
九
州
大
学
准
教
授
）

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
集
合
物
」
論：

総
体
（u

n
iv
er-

sa
lite

）
論
の
展
開
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
」

第
二
報
告
者

中
山
布
紗
（
北
九
州
市
立
大
学
准
教
授
）

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
虚
偽
表
示
確
認
の
訴
え
の
機
能
｜
序
論
｜

虚
偽
行
為
（sim

u
la
tio
n

）
に
お
い
て
、
顕
示
証
書
（
表
見
的
な
合
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意
）
を
援
用
す
る
第
三
者
と
反
対
証
書
（
当
事
者
間
の
真
の
合
意
）

を
援
用
す
る
第
三
者
の
権
利
の
優
劣
を
決
す
る
局
面
に
着
目
し
て
」

第
二
四
三
回
例
会

二
〇
一
一
年
四
月
九
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

第
一
報
告
者

中
山
布
紗
（
北
九
州
市
立
大
学
准
教
授
）

「
虚
偽
行
為
（sim

u
la
tio
n

）
に
お
け
る
顕
示
証
書
（
表
見
的
な

合
意
）
を
援
用
す
る
第
三
者
と
反
対
証
書
（
当
事
者
の
真
の
合
意
）

を
援
用
す
る
第
三
者
の
優
劣
決
定
｜
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
虚
偽
行
為

確
認
の
訴
え
の
機
能
に
関
す
る
研
究
の
前
提
と
し
て
｜
」

第
二
報
告
者

田
畑
嘉
洋
（
九
州
大
学
博
士
後
期
課
程
）

「
瑕
疵
担
保
責
任
に
お
け
る
瑕
疵
概
念
と
法
的
性
質
の
関
係
に
関

す
る
一
考
察
｜
ド
イ
ツ
に
お
け
る
瑕
疵
概
念
論
の
展
開
を
中
心
と
し

て
｜
」

第
二
四
四
回
例
会

二
〇
一
一
年
五
月
一
四
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

報
告
者

中
山
布
紗
（
北
九
州
市
立
大
学
准
教
授
）

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
虚
偽
表
示
確
認
の
訴
え
」
の
実
際
的
機

能
｜
詐
害
行
為
取
消
権
と
の
関
係
か
ら
」

（
博
士
論
文
進
捗
報
告
）

第
一
報
告
者

菅
尾

暁
（
九
州
大
学
法
学
研
究
院
協
力
研
究
員
）

「
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
利
息
制
限
制
度
に
つ
い
て
」

第
二
報
告
者

采
本
剛
史
（
九
州
大
学
博
士
後
期
課
程
）

「Iu
stin

ia
n
u
s

帝
期
に
お
け
るd

o
n
a
tio

制
度
の
実
態
」

第
二
四
五
回
例
会

二
〇
一
一
年
六
月
一
一
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

報
告
者

廣
瀬
孝
壽
（
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
）

「
使
用
利
益
賠
償
に
関
す
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
動

向
」

第
二
四
六
回
例
会

二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
九
日
（
土
）

（
博
士
論
文
進
捗
報
告
）

第
一
報
告
者

戦

東
昇
（
九
州
大
学
博
士
後
期
課
程
）

「
役
務
提
供
契
約
の
解
消
に
関
す
る
比
較
法
的
考
察
」

第
二
報
告
者

西
内
祐
介
（
近
畿
大
学
法
学
部
講
師
）

「
権
限

越
の
表
見
代
理
に
お
け
る
本
人
帰
責
要
件
｜
「
禁
反
言

に
よ
る
代
理
（A

g
en
cy b

y esto
p
p
el

）」
再
考
｜
」

第
三
報
告
者

采
本
剛
史
（
九
州
大
学
博
士
後
期
課
程
）

「D
.39,6,26

に
お
け
る
相
互
に
な
さ
れ
た
死
因
贈
与
の
性
質
」

第
二
四
七
回
例
会

二
〇
一
一
年
一
二
月
三
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

報
告
者

中
山
布
紗
（
北
九
州
大
学
）

「
債
務
者
保
護
の
観
点
か
ら
み
る
債
権
譲
渡
禁
止
特
約
の
意
義

｜
最
高
裁
平
成
二
一
年
三
月
二
七
日
第
二
小
法
廷
判
決
（
民
集
六
三
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巻
三
号
四
四
九
頁
）
の
検
討
を
通
じ
て
｜
」

民
事
手
続
研
究
会

平
成
二
三
年
三
月
一
九
日
（
土
）

『
自
己
利
用
文
書
』
該
当
性
の
要
件
に
つ
い
て

｜
最
（
二
小
）
決
平
成
二
二
年
四
月
一
二
日
裁
時
一
五
〇
六
号
一
頁

の
検
討
を
中
心
に
｜

濱
崎

録
（
熊
本
大
学
）

平
成
二
三
年
一
〇
月
二
九
日
（
土
）

民
事
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
禁
止
（B

ew
eisv

erb
o
t

）

安
井
英
俊
（
福
岡
大
学
）

権
利
能
力
な
き
社
団
に
対
す
る
債
務
名
義
に
も
と
づ
く
第
三
者
名
義

の
不
動
産
の
差
押
え
・
仮
差
押
え
の
方
法

｜
最
二
小
決
平
二
二
年
二
月
九
日
民
集
六
五
巻
二
号
六
六
五
頁
の
検

討
｜

堀
野

出
（
九
州
大
学
）

平
成
二
三
年
一
二
月
一
〇
日
（
土
）

会
社
の
組
織
に
関
す
る
訴
え
の
被
告
適
格
｜
｜
手
続
法
か
ら
の
分
析

松
原
弘
信
（
熊
本
大
学
）

福
岡
民
事
訴
訟
判
例
研
究
会

【
判
例
研
究
】

平
成
二
三
年
一
月
二
一
日
（
金
）

談
合
に
よ
る
損
害
賠
償
額
が
民
事
訴
訟
法
二
四
八
条
に
基
づ
き
契

約
金
額
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
算
定
さ
れ
た
事
例
（
名
古
屋
地
判
平

成
二
一
・
八
・
七
判
時
二
〇
七
〇
号
七
七
頁
）

鈴
木
拓
磨
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
三
年
二
月
二
五
日
（
金
）

権
利
能
力
の
な
い
社
団
を
債
務
者
と
す
る
金
銭
債
権
を
表
示
し
た

債
務
名
義
を
有
す
る
債
権
者
が
、
当
該
社
団
の
構
成
員
全
員
に
総

有
的
に
帰
属
し
、
当
該
社
団
の
た
め
に
第
三
者
が
そ
の
登
記
名
義

人
と
さ
れ
て
い
る
不
動
産
に
対
し
て
強
制
執
行
を
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
お
け
る
申
立
て
の
方
法
（
最
三
小
判
平
成
二
二
・
六
・
二

九
判
時
二
〇
八
二
号
六
五
頁
）

園
田
賢
治
（
広
島
大
学
〔
現
・
同
志
社
大
学
〕）

平
成
二
三
年
五
月
二
〇
日
（
金
）

即
時
抗
告
申
立
書
の
写
し
を
即
時
抗
告
の
相
手
方
に
送
付
す
る
な

ど
し
て
相
手
方
に
攻
撃
防
御
方
法
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
な
く
、

相
手
方
の
申
立
て
に
係
る
文
書
提
出
命
令
を
取
り
消
し
、
同
申
立
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て
を
却
下
し
た
抗
告
裁
判
所
の
審
理
手
続
に
違
法
が
あ
る
と
さ
れ

た
事
例
（
最
二
小
決
平
成
二
三
・
四
・
一
三
裁
時
一
五
三
〇
号
一

頁
）

國
井
香
里
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
三
年
六
月
二
四
日
（
金
）

原
告
ら
が
、
建
物
所
有
権
保
存
登
記
の
う
ち
被
告
の
持
分
に
関
す

る
部
分
の
み
の
抹
消
登
記
手
続
を
求
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

裁
判
所
が
、
被
告
に
対
し
、
こ
れ
を
超
え
て
本
件
保
存
登
記
全
部

の
抹
消
登
記
手
続
を
命
ず
る
こ
と
は
、
当
事
者
が
申
し
立
て
て
い

な
い
事
項
に
つ
い
て
ま
で
判
決
を
し
た
違
法
が
あ
る
と
し
た
事
例

（
最
三
小
判
平
成
二
二
・
四
・
二
〇
判
時
二
〇
七
八
号
二
二
頁
）

鶴
田

滋
（
九
州
大
学
）

平
成
二
三
年
七
月
一
五
日
（
金
）

固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
に
お
い
て
合
一
確
定
の
要
請
に
反
す
る
判

決
が
さ
れ
た
場
合
と
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
（
最
三
小
判
平
成

二
二
・
三
・
一
六
判
タ
一
三
二
五
号
八
二
頁
）

中
野
智
昭
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
三
年
九
月
一
六
日
（
金
）

給
付
の
訴
え
に
お
け
る
原
告
適
格

（
最
三
小
判
平
成
二
三
・
二
・

一
五
判
時
二
一
一
〇
号
四
〇
頁
）

上
田
竹
志
（
九
州
大
学
）

平
成
二
三
年
一
〇
月
二
一
日
（
金
）

一

訴
訟
手
続
係
属
中
の
事
件
当
事
者
か
ら
吸
収
分
割
に
よ
り
権

利
義
務
を
承
継
し
た
者
が
そ
の
訴
訟
手
続
の
当
事
者
た
る
地
位

を
も
継
承
す
る
に
は
、
係
争
物
譲
渡
の
場
合
に
準
じ
て
、
参
加

又
は
引
受
承
継
の
手
続
が
必
要
と
な
る
。

二

訴
訟
手
続
係
属
中
の
事
件
当
事
者
か
ら
吸
収
分
割
に
よ
り
権

利
義
務
を
承
継
し
た
者
が
訴
訟
受
継
の
申
立
て
を
行
い
、
当
該

事
件
当
事
者
も
明
示
的
に
訴
訟
脱
退
を
行
わ
ず
、
そ
の
ま
ま
当

然
承
継
と
し
て
取
り
扱
っ
た
原
判
決
に
つ
い
て
、
控
訴
審
に
お

い
て
、
責
問
権
の
放
棄
に
よ
り
適
法
な
参
加
承
継
及
び
訴
訟
脱

退
が
行
わ
れ
た
も
の
と
取
り
扱
っ
た
事
例
（
福
岡
高
那
覇
支
判

平
成
一
九
・
五
・
二
四
公
刊
物
未
登
載
）

佐
藤
丈
宜
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
三
年
一
二
月
一
日
（
木
）
＊
合
同
判
例
研
究
会

損
害
額
の
認
定
に
つ
い
て
（
最
三
小
判
平
成
二
〇
・
六
・
一
〇
判

時
二
〇
四
二
号
五
頁
）

伊
東
俊
明
（
岡
山
大
学
）

九
州
国
際
私
法
研
究
会

第
三
七
回
九
州
国
際
私
法
研
究
会
（
二
〇
一
一
年
二
月
三
日
）

雑 報
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第
一
報
告
﹇
判
例
評
釈
﹈

結
婚
相
手
紹
介
会
社
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
日
本
人
男
と
中
国
人
女
間
の
婚
約
の
成
立
及
び

婚
約
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
の
準
拠
法
（
東

京
地
判
平
成
二
一
年
六
月
二
九
日
）」

報
告
者

北
坂
尚
洋
（
福
岡
大
学
准
教
授
）

第
二
報
告
「
フ
ラ
ン
ス
判
例
に
お
け
る
著
作
者
人
格
権
の
準
拠
法

に
つ
い
て
」

報
告
者

羽
賀
由
利
子
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
博
士
課
程
）

第
三
報
告
「
信
託
準
拠
法
の
立
法
論
的
考
察
」

報
告
者

八
並

廉
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府L

L
.D
.

プ
ロ

グ
ラ
ム
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員D

C

）

第
三
八
回
九
州
国
際
私
法
研
究
会
（
二
〇
一
一
年
四
月
七
日
）

第
一
報
告“C

la
ssifica

tio
n o

f T
ru
st L

a
w
s a
n
d C

h
o
ice-o

f-

L
a
w
 
R
u
le”

報
告
者

R
en
 
Y
A
T
S
U
N
A
M
I

（L
L
.D
.
C
a
n
d
id
a
te
 
o
f

 
K
y
u
sh
u U

n
iv
,
JS
P
S resea

rch fello
w

）

第
二
報
告“In
stitu

tio
n
a
l A

p
p
ro
a
ch
 
to
 
P
riv
a
te
 
In
tern

a
-

tio
n
a
l L
a
w
”

報
告
者

P
a
u
liu
s
 
JU
R
C
Y
S

（L
L
.D
.
(K
y
u
sh
u
),
JS
P
S

 
fo
reig

n p
o
std
o
cto

ra
l fello

w

）

政

治

研

究

会

二
〇
一
一
年
四
月
一
六
日
（
土
）

『
政
治
研
究
』
第
五
八
号
合
評
会
・
総
会

二
〇
一
一
年
五
月
二
一
日
（
土
）

「
ル
イ
ス
・
Ｃ
・
レ
ヴ
ィ
ン
の
『
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ

ム
』
論
｜
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
外
人
（
エ
イ
リ
ア
ン
）
｜
」

報
告
者

山
中
亜
紀
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
協
力
研
究
員
）

「
包
摂
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論
｜
そ
の
批
判
的
摂
取
へ
向

け
て
｜
」

報
告
者

蓮
見
二
郎
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
准
教
授
）

二
〇
一
一
年
六
月
一
八
日
（
土
）

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
期
近
代
に
お
け
る
国
家
形
成
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

｜
終
末
論
を
め
ぐ
る
予
備
的
考
察
｜
」

報
告
者

安
武
真
隆
（
関
西
大
学
政
策
創
造
学
部
教
授
）

「
政
治
記
者
の
取
材
手
法
と
限
界
｜
八
〇
年
代
の
自
民
党
政
治
を

中
心
に
｜
」

報
告
者

溝
越

明
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
・
西

日
本
新
聞
特
別
編
集
委
員
）

二
〇
一
一
年
七
月
一
六
日
（
土
）

（78-４- ）1185 113
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「
平
成
初
期
に
お
け
る
『
政
治
改
革
』
期
の
研
究
｜
竹
下
内
閣
か

ら
細
川
内
閣
ま
で
｜
」

報
告
者

吉
田
健
一
（
鹿
児
島
大
学
稲
盛
ア
カ
デ
ミ
ー
特
任
講
師
）

「
新
し
い
社
会
的
危
機
と
福
祉
政
策
の
転
換
」

報
告
者

廣
澤
孝
之
（
福
岡
大
学
法
学
部
教
授
）

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
五
日
（
土
）

「
ヒ
ュ
ー
ム
に
お
け
る
穏
和
な
情
念
・
歴
史
・
政
治
」

報
告
者

鎌
田
厚
志
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
協
力
研
究
員
）

「
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
参
加
研
究
の
課
題
と
方
法
｜
川
辺
川

ダ
ム
開
発
の
事
例
研
究
に
よ
る
知
見
か
ら
｜
」

報
告
者

土
肥
勲
嗣
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
専
門
研
究
員
）

二
〇
一
一
年
一
一
月
一
九
日
（
土
）

「
多
数
の
専
制
の
見
分
け
方
」

報
告
者

関
口
正
司
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）

「
社
会
と
境
界
」

報
告
者

杉
田

敦
（
法
政
大
学
法
学
部
教
授
）

二
〇
一
一
年
一
二
月
一
五
日
（
木
）

研
究
セ
ミ
ナ
ー
「
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
東
西
の
対
話
｜
礼
節
、

市
民
性
、
公
共
圏
｜
」

主
催

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院

施
光
恒
研

究
室

共
催

九
州
大
学
政
治
研
究
会

第
一
部

日
本
と
西
洋
に
お
け
る
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ

「
西
洋
に
お
け
る
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
観
念
」

報
告
者

木
村
俊
道
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）

コ
メ
ン
ト

野
々
村
淑
子
（
九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究

院
准
教
授
）

「
東
洋
に
お
け
る
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
実
践
」

報
告
者

池
上
英
子
（
米
国N

ew
 
S
ch
o
o
l
 
fo
r
 
S
o
cia
l

 
R
esea

rch

社
会
学
部
教
授
）

コ
メ
ン
ト

中
野
三
敏
（
九
州
大
学
文
学
部
名
誉
教
授
・
文
化
功

労
者
）

第
二
部

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
東
西
の
対
話
｜
礼
節
、
市
民
性
、
公

共
圏
｜
」

パ
ネ
リ
ス
ト

中
野
三
敏

池
上
英
子

野
々
村
淑
子

木
村
俊
道
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